
第 91 回 本郷ふじやま公園古民家歴史部会・歴史探訪 

     「横浜市南部地域・中区 その 1」（中区は今回のみで終了） 

                    本郷ふじやま公園古民家歴史部会員 

                             長谷川 一郎 

     

 平成 26 年 10 月 8 日(水) 「根岸―本牧三渓園」 

  

＊集合：JR 根岸駅改札前 9 時 50 分厳守同時出発 

 

(1)行   程： 下記「探訪先」と同じため略。 

 

(2)食事 場所： 自 由 行 動。 

 

(3)探 訪 先：  今回はボランティアガイドの方に案内をお願いしている 

ため、概略を記載するにとどめました。 

① 本牧三渓園入口：今回は、バスで来て、南側入口より入園します。 

② 上海横浜友好園：中国上海と横浜の友好のために建てられたが、下見の 

(湖心亭)     結果、老朽・危険のため、残念ながら立ち入り禁止に 

なっている。 

③ 三渓園 南 門：ここからボランティアガイドの案内開始。 

④ 内苑入口(御門)：内苑は、美術愛好家であり、実業家であった原三渓(本名 

 (市指定有形文化財) 富太郎)により造られた日本式庭園で、内苑が原家の 

私庭として使用したエリアで、御門(ごもん)と呼ばれる門

が内苑入口になる。江戸時代に、京都東山の西方寺の薬御

門として建てられ、大正時代に移築された。 

⑤ 旧矢箆原(やのはら)住宅： 江戸時代後期に、飛騨白川郷にあった建物で、 

  (重要文化財)  昭和 35 年に移築された。 国内の歴史的建造物の中で、 

唯一内部を見学できる建物であり、現存する合掌造では 

最大級の民家。 

⑥ 三渓園正門： 正門の門柱は、明治 39(1906)年、原三渓自筆の「遊覧御随 

       意(ゆうらんごずいい)三渓園」の表札が掲げられたという。 

                                   

以上 



1根岸バス乗り場 1
根岸駅バス
（市営97系統 7番乗り場）
10:00 10:20 

巨

歴史探訪
横浜市南部地区・中区

第 91回 10月8日（水）

JR根岸駅～本牧三渓園
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